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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

今
年
の
干
支
は
己
亥
（
つ
ち
の
と 

い
）
で
す
。
亥
は
い
う
ま
で

も
な
く
動
物
の
猪
を
さ
し
ま
す
。
亥
年
（
い
ど
し
）
に
つ
い
て

少
し
触
れ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

亥
年
は
、
十
二
支
の
中
で
も
最
後
の
年
で
、
子
年
（
ね
ど
し
）

か
ら
始
ま
っ
た
一
つ
の
流
れ
が
い
っ
た
ん
終
わ
り
を
告
げ
る
最

後
の
年
で
す
。
最
後
と
は
、
終
わ
り
と
い
う
意
味
も
あ
り
ま
す

が
、
成
長
に
ひ
と
区
切
り
を
つ
け
、
新
た
な
始
ま
り
に
向
け
て

の
準
備
を
行
う
期
間
で
も
あ
る
の
で
す
。 

掛
川
地
域
力
向
上
委
員
会
の
活
動
に
お
い
て
は
、
先
を
見
据

え
な
が
ら
着
実
な
歩
み
を
続
け
て
い
く
と
同
時
に
、
時
と
場
合

に
よ
っ
て
は
猪
の
よ
う
に
元
気
に
突
き
進
む
こ
と
も
肝
要
か
と

考
え
て
い
ま
す
。
今
年
は
平
成
か
ら
次
の
新
し
い
元
号
へ
と
移

行
す
る
大
き
な
節
目
の
年
で
も
あ
り
ま
す
。
事
の
始
ま
り
に
向

け
て
新
た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
蓄
え
、
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

に
取
り
組
ん
で
い
け
る
年
で
あ
り
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。 

本
年
も
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

 

第 27号 平成 30年 5月 

a編集・発行 掛川地域力向上委員会 

Tel・Fax  0561-48-6165 

E-mail:kakegawatiikiryoku140510@gctv.ne.jp 

 

a編集・発行 掛川地域力向上委員会 

 



- 2 - 

 

  

～広報部員からお年賀です～ 

広報部長 柴田昌乃 

西村ゆかり 

高野和人 
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これが山の神です 

 12 月 1 日(土)、定光寺町にて第 3 回ふるさと史跡探訪ウォーキングが掛川公民館と

地域力向上委員会の共催で開催され、28 名が参加しました。出発前は肌寒いほどでし

たが、歩き始めると体も温まり気持ちの良いウォーキングでした。 

 定光寺町民会館を出発し、講師の水野友道さんのお話を聞きながら、中島の山の神、

松本家の枝垂れ桜、青簾墓地の六地蔵、定光寺公園内にある弁天堂と金毘羅様、直入橋、

県道沿いの水神様を盛りだくさんに見て歩きました。 

 日進市からご参加くださった方もあり、掛川地区を楽しく学んでいただくよい機会と

なりました。 

定光寺町民会館から出発です 枝垂れ桜 春の満開が楽しみです 

青簾墓地の六地蔵 

中央は阿弥陀如来様。裏側に元禄

15 年（1702）と記されている。 
見事な紅葉をバックにみなさんと 

急な石段を登って金毘羅様へ 直入橋 ここで解散となりました 
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～環境整備作業～ 

地域力広報担当者意見交換会に出席しました 

スマートスピーカーはしゃべりかけると音声によ

っていろいろなことができます。    

たとえば…*ニュースや音楽を聞く*調べ物をす

る*メモを取る*家電を操作する*ほかのスマート

スピーカー使用者と対話する、などなど。 

スマートフォンやパソコンが無くても、簡単な操

作で使用することが可能です。 

町内花壇に花苗を植え付けました 

9 月 11 日（火）、11 月 8 日（木）の両日、瀬戸市と中京大学の主催で地域力広報担

当者意見交換会が開催されました。 

市内各地域力の広報担当者が参加し、情報発信ツールの現状や「伝わる広報活動とは」

をテーマにグループ討論を行いました。 

 フェイスブックやインスタグラムなどのＳＮＳを利用した地域外に向けた情報発信、

スマートスピーカーなどを利用した地域内での見守り活動や情報の共有など、全世代に

向けて必要な情報を届けるために、媒体を変えながら取り組む努力の必要性を痛感しま

した。 

 今後も瀬戸市と協力し合いながら、掛川地域のニーズに合ったより良い広報活動に努

めたいと思いました。 

12 月 9 日(日)・12 日(水)環境美化

グループのメンバーを中心に、パンジ

ーの苗の植え付けを行いました。 
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ご感想・ご意見など 

ヒント 

１、ゴホン！予防接種したから大丈夫？ 

２、「玉蜀黍」なんと読む 

３、麦、芋などがある 

４、「命のビザ」を出した人は 

５、ガラケーから変えました 

６、現在の総理大臣は 

７、「Ｓeahorse」は何？ 

８、2020年開催地は 

 

 応募方法 

応募資格：「やまびこ」の読者のみなさん 

解答・住所・氏名を忘れず記入し、解答欄を切り取るか 

コピーをして、掛川公民館のポストに投函してください。 

掛川地域力事務局宛ＦＡＸ・メールでも受け付けます。 

広報誌「やまびこ」の感想、載せて欲しい記事、企画などなどたくさん書いていただけるとうれしい

です。正解者の中から厳正な抽選により 5名の方にすてきなプレゼントをさしあげます。 

応募締め切り：平成 31年 2月 1２日（火） 

１から８（ヒント）の問題を解き、その番号のマス目に答えを

書き込みます。次に二重枠の中の文字を並べ替えるとある言葉に

なります。漢字に直して出来上がった四字熟語が解答です。 

 でき上がったら、下記の解答欄に書き込んで応募してください。 

解答             町 氏 名             

           

    

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ き り と り ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

（プレゼントの例） 

（ヒント）紙面の中に隠れています。探してくださいね。 
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会員の声 

喜 寿 の 旅 

定光寺町  小林久仁於 

年齢を重ねるごとに、1 年の経過が早く

感じられる。私だけであろうか？ 

小・中学校時代の幼馴染が、「暇してるか

ら月に一度くらい逢おうではないか」と声

をかけられたのは古希を過ぎたころ。 

それ以来、卒業した中学校近くの喫茶店

に集まるようになり、今回の「黒部アルペン

ルート」の旅行が決まった。 

自分たちで喜寿を祝う秋の旅行。普段、

顔を出さない友にも連絡を取り 10 名が集

まった。 

友は、皆「じいじ・ばあば」「亀の甲より年

の劫」とばかりに、車中では話が盛り上がる。 

1 日目は、宇奈月駅から黒部峡谷トロッコ

電車、鐘釣駅まで約 50 分間の乗車。 

 

 

 

 

 

 

 

車窓から眺める渓谷は、電力を得るため

とは言え、線路の敷設は過酷を極めたであ

ろうことが想像できる。しかし黒部川沿い

を走る景色は絶景だ。川面に映る紅葉

とのコントラストが美しい。 

2 日目は、黒四ダムからアルペンルート

を経て美女平へ。ダム建設については

説明するまでもない。昭和 31 年から 38

年にかけて建設された。石原裕次郎主

演の映画「黒部の太陽」であまりにも有

名。 

扇沢からダムまでのトロリーバスは、

今年が最後、来年からは電気バスにな

るそうだ。 

 

 

 

 

 

 

 

ダム湖からは、立山連峰が一望でき

た。天候も良く絶景！黒部平から大観

峰、室堂へ。「寒い」みくりが池を散策し

て帰路につく。 

幼友達との至福の 2日間だった。 

 

小林さんは、現在、地域力向上委員会事

務局長、定光寺町の老人クラブ会長です。

自治会長、品野社協会長を歴任され、掛川

地域のみならず広くご活躍いただいてい

ます。気さくなお人柄なので皆、ついつい

頼ってしまいます。 

 

 

 

編 集 後 記 

あけましておめでとうございます。1 年ってとても早いですね。歳を取った証拠で

しょうか。振り返って本当にあっという間でした。みなさま、「やまびこ」を読んでい

ただきありがとうございました。今年もご愛読よろしくお願いします。 

 


